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太陽光を利用した群落レベルでの

スタンドオフ植物蛍光測定
St叩 d-offmeas:uremenl of vegetation fluorescence 

on the canopy level under insolation 

〇増田健二 （静大工）・直子直弘 （千葉大CEReS)

田中佑・白岩立彦（京大展） •久世宏明 （千葉大CEReS)

Background 
• パルス変詞法(PAM) は、 個葉レベルの蛍光測定として長い歴史が

ある(Schreiber,1994)。

• GOSATなど高分解能衛星観測により、 地上植生からの蛍光観測が

報告されている (Guanter,2007: Frankenberg, 2011)。

• ヨーロッパでは、 FLEX計画がある (2022年頃打ち上げ予定） 。

• 赤外反射光を除去するため、クロロフィル蛍光ピーク付近での太陽

光の暗線領域（酸素Aパンド）を利用すれば、蛍光強度や蛍光強度

分布画像を取得できる(L.Guanter, 2010)。

本研究の目的

戸 やすいよう、距離J0~l00m程度から群落l
レベルでの蛍光観測が可能なシステムを開発する。
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Outline 

1.蛍光顕微鏡・レーザ励起蛍光法によるクロロフィル蛍光

2.リモートセンシング蛍光計測システム

3. LED光源を用いた蛍光・反射光スペクトル（実験室）

4.蛍光強度の日変化（圃場のイネ）

5.森林（コナラ）における蛍光強度と光合成の日変化

6.蛍光強度の日変化（圃場のダイズ）

7．品種別の蛍光強度（圃場のダイズ）

8．より広域での蛍光強度分布画像取得の提案

ダイズの蛍光強度の日変化の測定
（京都大学農学研究科附属農場 2016.8.30-9.2)
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Proposed Method (Sp1c!ctral fitting) 
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•―—削／昂'I
ダイズの品種別蛍光強度の日変化の測定

（京都大学農学研究科附属農場 2017.8.28-31)

と」CCD分光器

P「oposedMethod 

(Spectral fitting) 
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ダイズ(a:Fuku1yutaka, b: ds, c: Satiyutaka) 
760.68nm (1nm) filter, 50ms (2017.8.2912:21:39) 

…ヽI'画像(ImageJ

Intensity Image 

ダイズ蛍光強度の見積し、：ロロ］
白板強度xダイズ反射率 (0.665)

Spectrum Scale 
（黒点線枠内のlpixelあたり
の平均の蛍光強度値）
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CCDカメラ画像による品種別の蛍光強度の日変化（風の影響）
2017.8.31 
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広域の蛍光強度分布画像取得の提案
（京都苓学農学研究科附属農場 2017.8.28)
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(a)中心波長750nm
半値福10nm

(b)中心波長790nm
半値幅10nm

(c)中心波長760.68nm
半値幡1nm

強度比750(790:79.7/47.4=1

CCDカメラ（望遠レンズ）の画像データ

謳凰 〇

ー！
17 18 



61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案方法とCCDカメラの画像データの比較
Soybean (1-<yoto Univ.) 28 Aug. 2017 

！口〗
(1a
x
Kl
/Sf\
u
no~

) 

i
11
s
u
a
1
u
1
 a6
e
E
-

0
0
0
0
0
0
0
0
 

1
6
1
4
1
2
1
0
8
0
0
6
0
0
 

゜
ー

Row (No.) 

.・ 

4 99 

Conclusion 

0屋外の植生 （ダイズ）の観測

• 太隔光談起蛍光 (SRIF) 法

ーロ径60111mのフィ ・ールドスコーブとCCD分光器よる

スペクトルを計測
→CCDカメラと狭帯域フィルタにより蛍光画像取得

・蛍光成分の取得法

→825 umより長波長側における植物葉と白板の信号強度の比
から蛍光スペクトル領域である74011111付近の反射スペクトルを

推定し、それを植物葉スペクトルから差し引いて蛍光強度を
推定する方法を提案する。［スペクトルフィッティング法］

→白板による反射強度に植物葉の反射率を乗じて反射成
分を取り除き、蛍光強度画像を導出

→干渉フィ ルタによる広域蛍光強度分布画像の敗得

・園場や森林などでスタンドオフ計測を実施し、有効性を検証

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 19 20 
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